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人口�

男�

女�

世帯数�

81,406�

41,385�

40,021�

34,085

人�

人�

人�

世帯�

87�

48

人増�

人増�

  39人増�

21世帯増 

※世帯数および人口は、住民基本台帳�
　と外国人登録によるものです。�

人口と世帯�
（平成20年7月1日現在）�

2008
平成20年�

第984号� 7.15
毎月1日・15日発行�

緑につつまれ友愛に満ちた�
市民のまち稲城�

主
な
記
事�

南山東部土地区画整理事業�
２０年度国民健康保険税納税通知書�
長期総合計画策定�
市長への手紙�
東京ヴェルディ市民シート�
生活安定化総合対策事業�
胃がん検診�

２・３面�
４面�
５面�
５面�
６面�
７面�
８面�

毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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ゴンドラ山頂ステーション�

プールWAI入場口�

太陽の広場�

バスのりば�

駐車場入口�

入場受付特設テント�

入園口�
「スカイゲート」�

ｉｎ�

会場�
案内図�
会場�
案内図�

　稲城市民憲章推進協議会では「憲章で広げよう　心
のまちづくり」をテーマに様々な事業を行っています。
その一つとして、子供たちが夏休みの一日を楽しみ、
市民憲章を知ってもらうために「稲城市民憲章推進の
日」として、よみうりランドを一日無料開放します。
オープニングセレモニーには東京ヴェルディや日テレ・
ベレーザの選手、関係者が登場する予定です。

▽問い合わせ　稲城市民憲章推進協議会事務局（協働
推進課協働推進係）

▲昨年のオープニングセレモニー

稲城市民憲章推進協議会�

※当日遊園地入場前に、この券を入場受�
付特設テントに提出してください。�

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　他　　人�

住所　稲城市　　　　　　　　　　　　　　�

引率者�

学年　小学・中学・高校　　　年�

　　　保育園・幼稚園�

inよみうりランド�

入場引換券�

稲城市民憲章推進の日�

〈
切
り
取
り
〉�

 
稲
城
市
民
憲
章　
　
　
　
　
　

一
、
太
陽
と
緑
を
た
い
せ
つ
に
し
、

　
　

土
の
香
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
市
民
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

　
　

助
け
合
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
年
よ
り
や
こ
ど
も
を
い
た
わ
り
、

　
　

若
い
力
を
育
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、

　
　

笑
顔
で
働
け
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
伝
統
を
尊
び
、
文
化
を
高
め
、

　
　

未
来
に
展
望
が
も
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
時
間　
　

時　

分
〜　

時

１０

１５

１１

▽
会
場　

太
陽
の
広
場

※
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
・
読
売
ジ

ャ
イ
ア
ン
ツ
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
・

選
手
の
サ
イ
ン
入
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
抽
選

会
も
行
い
ま
す
（
都
合
に
よ
り

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）
。

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１１

▽
受
付
時
間
・
会
場　
　

時
〜

１０

　

時　

分
・
太
陽
の
広
場
横
特

１１

３０

設
テ
ン
ト

※
全
問
正
解
す
る
と
、
抽
選
で

豪
華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

①
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
入
場
無
料

②
各
種
割
り
引
き

○
の
り
も
の
券
シ
ー
ト
＝
１
千

　

円
↓　

円

２００

８００

○
ワ
ン
デ
ー
パ
ス
＝
大
人
４
千

　

円
↓
２
千　

円
、
子
供
３
千

５００

５００

　

円
↓
２
千　

円

５００

５００

○
プ
ー
ル
Ｗ
Ａ
Ｉ
＝
大
人
２
千

　

円
↓
１
千　

円
、
子
供
１
千

８００

８００

　

円
↓　

円

８００

８００

※
中
学
生
と
高
校
生
は
子
供
料

金
で
す
。

　

環
境
美
化
市
民
運
動
は
、
各

地
区
の
自
治
会
や
管
理
組
合
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
美
化
推

進
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
実
施

す
る
市
内
一
斉
清
掃
で
す
。
夏

の
暑
い
時
期
で
す
が
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

７
月　

日（
日
）

２７

※
小
雨
決
行

※
雨
天
の
場
合
で
も
ご
み
収
集

車
を
手
配
し
ま
す
。

▽
時
間　

午
前
８
時
〜
正
午

※
清
掃
開
始
時
間
、
集
合
場
所

な
ど
は
自
治
会
・
団
体
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

草
取
り
、
水
路
の
清

掃
、
空
き
び
ん
・
空
き
缶
・
紙

ご
み
の
収
集
な
ど

▽
持
ち
物　

暑
さ
対
策
の
帽
子
、

軍
手
、
鎌
、
ス
コ
ッ
プ
、
竹
ぼ

う
き
な
ど

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
分
別
方
法　

燃
え
る
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
、 
剪  
定  
枝 
、
ヘ

せ
ん 
て
い 

し

ド
ロ
・ 
汚  
泥 
に
分
別
し
、
各
自

お 

で
い

治
会
・
団
体
が
指
定
し
た
場
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
袋
は
市
か
ら
各
団
体
へ

配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
ご
み
の
収
集　

指
定
場
所（
赤

い
旗
が
目
印
）
に
集
め
ら
れ
た

燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み
・

剪
定
枝
は
、
当
日
の
９
時
ご
ろ

か
ら
収
集
し
ま
す
。
収
集
は
２

回
行
い
ま
す
（
収
集
漏
れ
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
）
。

※
ヘ
ド
ロ
・
汚
泥
は
水
分
を
切

っ
て
か
ら
収
集
す
る
た
め
、
７

月　

日（
火
）に
収
集
し
ま
す
。

２９

▽
燃
え
な
い
ご
み　

び
ん
、缶
、

ガ
ラ
ス
類
、
革
製
品
、
金
属
類

な
ど

▽
剪
定
枝　

木
の
枝
は
、
太
さ

　
　

、
長
さ　
　

以
下
に
切
り

１０
cm

８０
cm

そ
ろ
え
、
ひ
も
で
束
ね
て
く
だ

さ
い
。

▽
草　

草
は
根
の
土
を
落
と
し

て
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
ヘ
ド
ロ
・
汚
泥　

水
路
に
た

ま
っ
た
ヘ
ド
ロ
や
汚
泥
は
、
土

の
う
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

実施の有無のお知らせ
　防災行政無線で、午前７時３０分に実施または中止のお知らせをします。

中止情報のお知らせ
　市携帯電話版ホームページ「マイタウン稲城市（稲城市からのお
知らせ）」で、午前６時３０分ごろに中止の場合のみ情報を掲載します。
※メール受信希望者は、画面の「メールサービス」から登録してください。
※市ホームページからも閲覧できます（トップページ右上「携帯電
話版ホームページ」から）。

▽
期
日　

７
月　

日（
木
）

２４

※
雨
天
決
行

▽
時
間　
　

時
〜
４
時

１０

※
入
場
受
付
時
間
は
９
時　

分
３０

〜
３
時

▽
会
場　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

▽
入
場
受
付
場
所　

ゴ
ン
ド
ラ

山
頂
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横
の
入
場

受
付
特
設
テ
ン
ト

▽
対
象　

市
内
の
小
学
生
以
下

の
児
童
・
幼
児
と
そ
の
引
率
者
、

中
学
生
、
高
校
生

▽
入
場
方
法　

左
の
入
場
引
換

券
に
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
、

当
日
、
入
場
受
付
特
設
テ
ン
ト

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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▽
問
▽
問
い
合
わ
せ

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係
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７月２４日
（木）
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����������������
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　地震などの災害が起き、避難所での生活が

長期化した場合に、「理容サービスを通じて

被災された方々のお役に立ちたい」という申

し出があり、６月６日に東京都理容生活衛生

同業組合南多摩支部（浅子功夫支部長）と ｢災

害時における理容サービス業務の提供に関す

る協定 ｣を締結しました。

▽問い合わせ　稲城消防署警防課防災係

����������������

▲ぜひご参加ください

 
ご
み
な
ど
の
出
し
方

▽
燃
え
る
ご
み　

紙
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
、汚
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど

ｉｎｉｎ�ｉｎ�



２０・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

矢野口�

JR南武線�

JR南武線�

府
中
街
道
�

稲田堤�

京王稲田堤�

京王相模原線�

京王よみうり�
ランド�

よみうり�
ランド�

川崎市�

多摩区�

多摩川�

京王多摩川�

鶴川
街道
�

鶴川街道�

JR武
蔵
野
貨
物
線
�

ゴルフ場�

南山東部�
土地区画整理事業区域�

奥畑谷戸公園�

県
道
�

1
2
4
号
線
�

川崎街道�

稲城長沼�

稲城市�

南多摩�

稲城�
三沢川�

尾根幹線�

　南山東部土地区画整理事業は、百村、東長沼、矢野口にまた
がる約８７ヘクタールが事業区域です（図１参照）。この事業区域
の約９５％は、約２６０人に及ぶ個人の私有地、残る約５％は道路な
どの公共用地で、１８年４月に都知事の認可を受け、組合施行方
式による土地区画整理事業が実施されています。この南山東部
土地区画整理事業に関して、市民の皆さんから多くの意見など
が寄せられています。そこで、これまでの歴史的な経過や地域
が抱える様々な課題など、この事業の概要や意義を特集でお知
らせします。

▽問い合わせ　開発調整課開発調整係
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　まちづくりを進めていくうえで、土地区画整理事業は「まちづくり
の母」とも言われており、公園緑地や道路が計画的に配置され、宅地
や農地も利用しやすく日照や通風も改善された土地になることで、将
来に渡り健全なまちづくりが進むための都市基盤が整えられます。
　市では、これまでに、組合施行方式や市施行方式などで合わせて９地区、約１１０ヘクタールの土地区画整理事業を完
了し、良好なまちなみが形成されています（表１参照）。また、現在南山東部地区も含めて５地区、約１５２ヘクタールで、
健全な都市形成を目指して土地区画整理事業を進めています（表２参照）。
　南山東部地区で行っている組合施行方式の土地区画整理事業とは、区域内の土地所有者や借地権をお持ちの皆さんで

組合を設立し、この組合が行う土地区画整理事業です。これ
までに、平尾地区、第一地区（稲城駅周辺）、京王よみうりラ
ンド駅前地区などの計７地区、約７２ヘクタールで組合施行方
式の土地区画整理事業が完了しています。
※榎戸地区や南武線３駅周辺地区で行っている土地区画整理
事業は、市施行方式の土地区画整理事業です。

��������	
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　通常、開発行為や土地区画整理を行う場合、事業面積の３ 
％を公園緑地として確保することが法で定められています。
市では土地区画整理事業により、既に事業が完了した９地区
で計約４.７ヘクタールの公園緑地が確保され、市民の貴重な憩
いの場として親しまれています（表１参照）。また、現在事業
中の市施行４地区で約２ヘクタール、南山東部地区で約１６ヘ
クタール、５地区の合計で約１８ヘクタールの公園緑地を確保
する計画（表２参照）となっています。
　市にとっての貴重な財産である緑を保全することは大変重
要なことです。しかし、単に買収して緑地の拡大を図るには
莫大な費用が必要であり、到底現実的な方法とは考えられま
せん。このようなことから、市では限られた財源の中でより
効果的に公園緑地などを確保し、都市基盤を整備していくた
めにも土地区画整理事業を積極的に活用しています。

����������
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　昭和５６年の稲城市民憲章制定当
時、稲城市土地利用基本計画では
将来人口を約１４万人と想定し、そ
うしたなかで緑豊かなまちづくり
を進めていくことを計画していま
した。
　その後の社会状況が変化してい
くなかで、８万１千人の人口に達
した現在、将来人口を１０万５千人
とし、緑の将来像を踏まえた緑地
の配置計画や高い緑の目標量を掲
げたなかで様々な施策の修正など
を行っています。南山東部土地区
画整理事業もこうした目標、まち
づくりの将来像を踏まえたなかで
事業が計画、実施されています。
　このように市では緑豊かな環境
の中で利便性の向上を図り、計画
的にまちづくりを進めることで、
より豊かな市民生活を目指し、市
民憲章の実現を図っていきたいと
考えています。

表１　土地区画整理事業　完了地区
公園緑地
面積事業面積地区名区画整理

区分
１.１０ha（３.０％）３６.７ha中央地区市施行

０.８３ha（３.７％）２２.５ha平尾地区

組合施行

０.６７ha（３.２％）２１.０ha第一地区

０.１１ha（３.７％）３.０ha京王よみうりランド駅前地区

０.２４ha（７.１％）３.４ha平尾南地区

０.２１ha（３.０％）７.１ha竪台地区

１.０５ha（２０.２％）５.２ha大丸北地区

０.４１ha（４.１％）１０.１ha大丸南地区

０.０４ha（３.３％）１.２ha堂ヶ谷戸地区公団施行

約４.７ha約１１０.０ha９地区合計

※ ha（ヘクタール）は、1０,０００㎡です。

表２　土地区画整理事業　施工中地区

公園緑地
面積事業面積地区名区画整理

区分
０.８０ha（３.２％）２５.３ha榎戸地区

市施行
０.５７ha（３.４％）１６.８ha矢野口駅周辺地区

０.３６ha（３.４％）１０.６ha稲城長沼駅周辺地区

０.４０ha（３.３％）１２.１ha南多摩駅周辺地区

１５.９０ha（１８.２％）８７.４ha南山東部地区組合施行

約１８.０ha約１５２.０ha５地区合計

図１　南山東部土地区画整理事業区域図
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　南山東部土地区画整理事業の総事業費は約４０２億円を見込んでいます。この
内の約３３５億円（約８３％）は権利者の皆さんが土地を出し合い、その土地を売却
して得られる保留地処分金で事業が実施されます。
　市や都は公園緑地や都市計画道路などの施設建設に必要な費用の一部とし
て、東京都補助金で約４８億円、稲城市補助金で約２０億円を今後事業終了の３１
年度までに組合へ交付していく計画となっています。
　これらの補助の対象となる施設は、南山の住民だけではなく、多くの市民、
都民が利用する施設であり、公平な負担を期する意味からも、その整備費を
補助金として支援するものです。

������������
　南山東部土地区画整理事業では、約１８％、約１６ヘクタールの公園緑地を確
保する計画です（通常、開発行為や土地区画整理を行う場合の法定の公園緑
地の付置義務は事業面積の３％）。南山東部地区の事業が完成すると、市の
公共の公園緑地面積は飛躍的に向上することになります（表２参照）。
　南山東部土地区画整理事業ではこうした公共の公園緑地
以外にも生産緑地や民有の緑地などを計画的に配置し、緑
豊かなまちづくりを行っていく計画です。
※現在、南山東部土地区画整理事業地区内に市が所有する
緑地は一切ありません。

表３　南山東部地区の土地利用計画

施行後施行前種目

１４.５ha（１６.６％）４.４ha（５.０％）道路など（公共用地）

１５.９ha（１８.２％）０.０ha（０.０％）公園緑地（公共用地）

５７.１ha（６５.２％）８３.０ha（９５.０％）宅地など（民有地）

※施行後、宅地などのうち、３０.６haは保留地です。このうち、約４.３ha
は公益施設用地として公共取得を検討中です。
※面積は、小数第２位で四捨五入しています。

��������	
���������	
�
　事業費にあてる保留地や公園緑地、道路の用地を生み出すために、権利者の
皆さんは平均で６８％の土地を出し合う計画です。地域の皆さんが長年に渡り話
し合い、検討を重ね、地域での様々な課題を解決し、緑豊かで安全、安心なま
ちづくりのためにこうした負担もやむを得ないことを９割以上の権利者の皆さ
んに賛同いただいて、権利者の皆さんの総意としてこの組合事業がスタートし
ています。

��������	��������	
　地区内の貴重な動植物は現状のままでは、乱開発や崖崩れなどで滅亡の危機
的状況にあります。
　そのため、南山東部土地区画整理事業では 奥 

おく

 畑 
ばたけ

 谷  戸 公園をできるだけ現存の
や と

地形や樹木を残す形で再生し、環境影響調査に基づき、貴重な動植物をこの公
園に保全する計画です。
　こうした計画に基づき、現在、ボランティアの市民の皆さんの協力で貴重な
動植物の保護や奥畑谷戸公園への移植作業などが進められています。

土地利用計画図（案）

奥畑谷戸
公園（北）

奥畑谷戸
公園（南）

公益施設
用地

宗教施設
用地
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　南山東部地区内の山砂採取場跡地の崖地や地区内の谷部などは、大雨
や地震などの度に現在も崖崩れが起きています。このような危険個所で、
大地震などにより地すべりなどの大規模な災害が起きると、近隣の市民
の生命と財産に甚大な被害が生じる恐れが懸念されています。

������������������	
���������	
�������
　市は都心に近い事もあり、常にミニ開発の圧力がつきまとっています。
斜面地や危険な場所での無秩序な宅地開発、行き止まりや狭い道路によ
る開発、資材置場など許可を必要としない造成や樹林地の伐採。こうし

た乱開発による貴重な動植物の消
失など、いわゆるスプロール化が
着実に進行しており、深刻な問題となっています。

������������������
　南山は、もともと落葉広葉樹を主体とする人の手で管理された
樹林地でしたが、戦後、化石燃料の普及など生活の変化や都市型
農業に変化するなかで、里山としての利用価値が希薄化すると、
管理が行き届かない荒廃した山林へと姿を変えてきてしまいまし
た。大きくなり過ぎた木は、もはや炭やきのこの原木などにも利

用できません。生産性の低い農地も放置され、現在は笹が密生する荒れ果てた土地も多く存在します。
こうした人の手や目の行き届かない土地ではごみを不法投棄されたり、希少な山野草や山菜あるいは農
作物まで盗まれたり、権利者の悩みの種にもなっています。

��������	
����������	
��
　都道よみうりランド停車場線は 勾  配 やカーブの形状などが現

こう ばい

在の道路基準を満たしていませんが、建設当時は沿道に人家も
ほとんどなかったことからそれほど問題になりませんでした。
しかし、次第に沿道の宅地化が進み、交通量も増えてくると、
事故が多発し、歩道整備の必要性も高まってきており、抜本的
な改修整備が求められています。

▲土砂崩れが起こった崖地

▲荒地に放置された自動車

▲歩道が整備されていない都道

��������������
　南山地区はもともと 急  峻 な地形であったところ

きゅう しゅん

に、戦後の食糧難の時期に開墾が進んだことで、
むき出しになった山肌は、より崩壊しやすい状況
となり、大雨などで度々土砂崩れが発生していま
した。
　高度経済成長期になると、建設資材として山砂
の需要が高まり、崩落した斜面地で多くの山砂採
取場が造られました。もともとは山砂を採取後に
緩やかな地形へ改善を図る計画でしたが、昭和４０
年代中頃には建設ラッシュも落ち着き、山砂の需
要も減ると、市内の山砂採取場はそのまま放置さ
れてしまいました。そのため、昭和４７年には大規
模な 崖 崩れが起き、崩落した土砂が現在の京王線

がけ

まで達する災害も発生しました。
　また、矢野口根方谷戸では山砂の採取は行われ
ませんでしたが、急峻な地形であるため、大雨に
よる土石流が度々発生し、その対策として砂防ダ
ムが築造されました（この砂防ダムは、既に大量
の土砂が 堆  積 した状態になっています）。

たい せき

　こうした背景から、昭和４５年の市街化区域及び
市街化調整区域を決定する際には、ニュータウン
地域などとともに三沢川右岸の南山地域を市街化
区域に指定し、将来、安全な市街地形成を図る位
置付けとなりました。
　ニュータウン地域は、既に計画的に緑豊かで利
便性に富んだまちづくりが進められ、住民意識調
査でも満足度で高い評価が得られています。南山
東部土地区画整理事業もニュータウン地域と同様
に、多くの緑を計画的に配置し、緑豊かで潤いに
満ちたまちづくりを目指しています。
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▽▽
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

２０
の
納
税
通
知
書
を
７
月
下
旬
に

加
入
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。
納

期
は
年
７
回
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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国
民
健
康
保
険
税
は
、
そ
の

年
に
か
か
る
医
療
費
の
支
払
い

額
を
予
測
し
、
国
や
都
の
支
出

金
な
ど
も
含
め
て
、
そ
れ
を
賄

え
る
よ
う
に
決
定
し
ま
す
。

　

現
在
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど

に
伴
い
、
加
入
者
一
人
当
た
り

の
医
療
費
の
支
払
額
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
医
療

費
の
支
払
い
に
多
額
の
不
足
が

生
じ
て
い
て
、　

年
度
に
つ
い

１９

て
は
、
約
５
億
１
千
４
０
０
万

円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
国
民
健
康
保
険
財

政
を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
に

は
、
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
公
平
に
保
つ
努
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
民
健

康
保
険
制
度
を
安
定
的
か
つ
信

頼
で
き
る
制
度
と
し
て
持
続
さ

せ
る
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険

税
率
な
ど
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

４
月
か
ら
左
表
の
よ
う
に
改

定
し
ま
し
た
。　

年
度
か
ら
、

２０

医
療
分
、
介
護
分
に
加
え
て
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

の
国
民
健
康
保
険
税
が
賦
課
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）

で
必
要
な
財
源
を
、
国
民
全
体

で
支
え
あ
う
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
、
現
役
世
代
（
国
民
健

康
保
険
・
被
用
者
保
険
）
が
そ

の
４
割
を
負
担
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
、
昭
和　
１５

年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、

　

年
度
に
公
的
年
金
控
除
を
受

１７け
た
方
に
対
す
る
２
年
間
の
特

別
控
除
の
経
過
措
置
（　

年
度

１８

は　

万
円
、　

年
度
は
７
万
円
）

１３

１９

が
、
終
了
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
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軽
減

　

世
帯
全
員
の
総
所
得
金
額
な

ど
が　

万
円
以
下
の
世
帯
は
、

３３

均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
６
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
世
帯

全
員
の
総
所
得
金
額
な
ど
が「　
３３

万
円
＋　

万
５
千
円
×
世
帯
主

２４

を
除
く
加
入
者
数
」
以
下
の
世

帯
は
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が

４
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

 
減
免

　

災
害（
地
震
・
火
災
な
ど
）、

重
度
の
疾
病
、
そ
の
他
特
別
な

事
情
に
よ
り
、
そ
の
年
の
収
入

が
皆
無
ま
た
は
著
し
く
減
少
し
、

納
税
が
困
難
な
時
は
、
減
免
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
所
有
資
産
の
状
況
や
生
活
状

況
な
ど
を
含
め
、
総
合
的
に
判

断
し
ま
す
）
。

　

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
時

は
、
納
期
限
７
日
前
ま
で
に
減

免
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�

　

納
期
限
ご
と
の
納
付
が
困
難

な
時
は
、
分
割
納
付
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
税

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

決定通知書を決定通知書を
郵送します郵送します

������������������
������������������

����������

４
月
か
ら
年
金
天
引
き
の
方

（
特
別
徴
収
）

納
付
書
で
納
め
る
方

（
普
通
徴
収
）

　

夏
休
み
が
始
ま
る
と
子
供
の

交
通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

次
の
こ
と
を
繰
り
返
し
注
意
し

道
路
に
出
た
ら
守
る
こ
と

自
転
車
に
乗
る
時
に
守
る
こ
と

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
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ご
み
処
理
の
流
れ
や
仕
組
み

を
現
地
で
学
び
、
ご
み
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
を
実
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方

※
小
学
生
の
方
は
保
護
者
同
伴

▽
期
日　

８
月
６
日（
水
）

▽
集
合
時
間
・
場
所　

９
時
・

市
役
所
時
計
台
下
（
５
時
解
散

予
定
）

※
市
の
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

▽
コ
ー
ス　

市
役
所
〜
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
〜
日
の
出

町
最
終
処
分
場
（
エ
コ
セ
メ
ン

ト
化
施
設
）
〜
市
役
所

▽
費
用　
　

円
（
昼
食
代
、
保

８００

　

市
で
は
、
ご
み
施
策
の
検
討

材
料
と
す
る
た
め
、
回
収
し
た

家
庭
ご
み
の
中
に
何
が
入
っ
て

い
る
か
を
調
べ
て
種
類
ご
と
に

計
量
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
の
様
子
を
見
学
し
て
、

ご
み
減
量
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

７
月　

日（
木
）

３１

▽
時
間　

９
時
〜
（
１
時
間
程
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�
�
�
�
�
�
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ク
ル
に
関
す
る
こ
と　

②
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
禁
止
や
ペ
ッ
ト
の

ふ
ん
持
ち
帰
り
な
ど
、
環
境
美

化
に
関
す
る
こ
と

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
方

▽
応
募
期
間　

９
月
１
日（
月
）

〜　

月　

日（
金
）

１０

３１

▽
規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙（
切

り
絵
、
張
り
絵
は
不
可
）

※
作
品
は
本
人
の
も
の
で
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号（
小
・

中
学
生
は
学
校
名
、
学
年
）
を

記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
審
査　

テ
ー
マ
①
は
稲
城
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
、

テ
ー
マ
②
は
稲
城
市
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
市
民
協
議
会
で
、

そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
ま
す
。

▽
審
査
結
果　

応
募
者
宛
て
に

郵
送
し
ま
す
。

※
市
立
小
・
中
学
生
は
、
学
校

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
各
テ
ー
マ
の
優
秀
作
品
に
は

賞
状
及
び
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
展
示

す
る
ほ
か
、
数
点
を
「
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な

ど
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

環
境

課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

納期限　７月３１日

固定資産税
都市計画税
（第２期）

▽問い合わせ　
　納税課納税係

度
）

▽
会
場　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

多
摩
川
（
稲
城
市
大
丸
１
５
２

８
）

▽
集
合
時
間
・
場
所　

８
時　
４０

分
・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
庁
用
車
で
送
迎
し
ま
す
。

▽
定
員　

８
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

長
靴
、タ
オ
ル
な
ど

※
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

険
料
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３６

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

（　

年
度
）が
決
定
し
ま
し
た
の

２０で
、
決
定
通
知
書
を
被
保
険
者

の
方
に
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　

４
月
に
通
知
し
た
保
険
料
額

は　

年
中
の
所
得
を
も
と
に
仮

１８
計
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

通
知
す
る
保
険
料
額
に
つ
い
て

は
、　

年
中
の
所
得
を
も
と
に
、

１９

改
め
て
計
算
し
た
も
の
で
す（
前

回
通
知
し
た
も
の
と
合
わ
せ
て
、

保
険
料
額
を
調
整
し
て
い
ま
す
）。

　

現
在
、
年
金
天
引
き
と
な
っ

て
い
な
い
方
に
は
、
７
月
か
ら

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※　

月
か
ら
年
金
天
引
き
に
切

１０
り
替
わ
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の

場
合
に
は
、
通
知
書
の
特
別
徴

収
欄
に
金
額
が
記
入
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
係

①
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
歩

道
橋
や
横
断
歩
道
の
あ
る
場
所

を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

②
信
号
機
が
青
に
な
っ
て
も
、

す
ぐ
に
横
断
を
始
め
な
い
で
右

左
の
安
全
を
よ
く
確
か
め
て
か

ら
手
を
上
げ
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

③
道
路
付
近
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

①
小
学
生
以
下
の
子
供
は
自
転

車
で
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。

歩
行
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
歩
道
の
車
道
寄
り
を
ゆ
っ

く
り
走
り
ま
し
ょ
う
。

②
小
学
生
以
下
の
子
供
は
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し

ょ
う
。

③
自
転
車
の
二
人
乗
り
や
信
号

無
視
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
交
差
点
や
曲
が
り
角
で
は
必

ず
止
ま
っ
て
、
右
左
や
周
り
を

よ
く
見
ま
し
ょ
う
。

⑤
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
が
左
に
曲

が
る
時
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係

▽
テ
ー
マ　

①
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
、
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ

２０年度・１９年度の税額モデルケース
１９年度２０年度世帯の状況例

１０２,９００円１１５,３００円７０歳の夫婦で、前年中の年金収入が２,５００,０００円（妻所得なし）
当該年度の固定資産税１００,０００円の場合（公的年金特別控除の終了）

２７,６００円３１,５００円７０歳の夫婦で、前年中の年金収入が１,５００,０００円（妻所得なし）
当該年度の固定資産税１００,０００円の場合（６割軽減世帯）

１７５,４００円１９６,３００円４０歳の夫婦で、前年中の給与収入が３,０００,０００円（妻所得なし）
当該年度の固定資産税１００,０００円の場合（介護分含む）

１６５,４００円１８６,３００円４０歳の夫婦で、前年中の給与収入が３,０００,０００円（妻所得なし）
当該年度の固定資産税がない場合（介護分含む）

後期高齢者支援金分の税率（新設）
１９年度２０年度項　目

なし

（総所得金額など－３３万円）×１.４８％①所得割　
固定資産税額×２.００％②資産割　
国保加入者人数×７,７００円③均等割　
一世帯当たり　１,８００円④平等割　
１２万円賦課限度額

※それぞれ項目①～④を合計し、医療分と後期高齢者支援金分を合算した額が、年間の
税額になります。４０歳以上６５歳未満の方がいる世帯は、介護分を加えた額となります。
※所得割の総所得金額などは、１９年中の総所得金額に、分離課税の所得金額を加算した額となります。
※所得割、資産割は、国保加入者全員分の所得と固定資産税（都市計画税除く）が対象となります。
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て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
に
改
正
道
路
交
通
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を

守
っ
て
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

　７月１日、市ホームペー
ジに「いなぎマップ」を導
入しました。いなぎマップ
は、市内の地図情報を施設
情報とあわせて閲覧できる
便利な地図で、GoogleMap
（グーグルマップ）機能を利
用しています。

▽問い合わせ　秘書広報課
広報広聴係
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国民健康保険税改定の内容
医療分の税率

１９年度２０年度項　目
５.１０％（総所得金額など－３３万円）×３.５０％①所得割　
８.００％固定資産税額×６.００％②資産割　
１９,８００円国保加入者人数×１８,６００円③均等割　
９,４００円一世帯当たり　４,７００円④平等割　
５３万円４７万円賦課限度額

介護分の税率（４０歳以上６５歳未満の国民健康保険加入者）
１９年度２０年度項　目

１.００％（総所得金額など－３３万円）×１.５０％①所得割　
変更なし固定資産税額×２.００％②資産割　
８,４００円国保加入者人数×１１,５００円③均等割　
２,７００円一世帯当たり　１,３００円④平等割　
変更なし９万円賦課限度額



２０・７・１５（５）　代表電話は３７８－２１１１

実線で切り取って�
使用してください。�

郵　便　は　が　き�

料金受取人払郵便�

住　所�

氏　名�

電　話�（　　　）� 男・女�性　別�　　歳�年　齢�

多摩支店承認�

差出有効期間�
平成20年12月�
31日まで�

993 長
期
総
合
計
画
担
当
　
　行�

2  0  6   8  7  9  0

長期総合計画への�
　　　　　　ご提案�

稲
城
市
東
長
沼
二
一
一
一
番
地�

実線で切り取って�
使用してください。�

郵　便　は　が　き�

料金受取人払郵便�

広聴はがき�

多摩支店承認�

 差出有効期間�
平成21年５月３１�
日まで�

668
（
受
取
人
）�

稲
城
市
東
長
沼
二
一
一
一
番
地�

稲
城
市
長�

（
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
取
り
扱
い
）�

石
　
川
　
良
　
一
　
　行�

住所　〒２０６－�

氏　名� 電話� 年齢�

（　　）�

稲城市�

回答を希望 （する・  しない）�
※必ずどちらかに○をつけてください。�

歳�

2  0  6   8  7  9  0

市長への手紙�

適
正
に
履
行
で
き
、
高
齢
者
福

祉
活
動
に
経
験
豊
富
で
地
域
ケ

ア
に
熱
意
を
有
す
る
事
業
者

▽
募
集
期
間　

７
月　

日（
火
）

１５

〜　

日（
月
）

２８
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

※
募
集
要
項
は
高
齢
福
祉
課
で

配
布
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
地
域
支
援
係

▽
対
象　

市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
で
、
包
括
的
支
援
事

業
や
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

な
ど
を
中
立
・
公
正
な
立
場
で

　

市
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、　
１０

月
１
日
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
運
営
す
る
事

業
者
を
公
募
し
ま
す
。

▽
委
託
圏
域　

稲
城
市
介
護
保

険
事
業
計
画
第
３
期
で
設
定
し

た
４
つ
の
日
常
生
活
圏
域
の
う

ち
第
２
地
区（
矢
野
口
・
押
立
）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

だ
き
ま
す
。

 
回
答
ま
で
の
流
れ

　

回
答
ま
で
の
流
れ
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
市
長
が
目
を
通
し
ま
す

②
担
当
課
で
回
答
を
作
成

③
市
長
が
回
答
の
内
容
を
確
認

④
回
答
文
を
発
送

※
回
答
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・

ご
要
望
な
ど
へ
の
回
答
の
一
部

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
専
用
は
が
き
配
布
場
所　

市

役
所
１
階
総
合
案
内
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
地
域
振
興
プ

ラ
ザ
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中

央
図
書
館
、
水
道
課
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
総

合
体
育
館
、
市
内
各
駅
（
広
報

ス
タ
ン
ド
）
な
ど

▽
フ
ァ
ク
ス　
　

・
６
７
０
０

３７８

▽
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係

　

皆
さ
ん
と
と
も
に
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、

市
政
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・

ご
提
案
を
専
用
は
が
き
や
フ
ァ

ク
ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
伺
い
し
て
い
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
は
、
必
ず

市
長
が
目
を
通
し
、
今
後
の
市

政
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

　

市
で
は
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、

長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
を
初
年
度
と
し
て
策

１３
定
し
た
現
在
の
「
第
三
次
稲
城

市
長
期
総
合
計
画
」
は
、
計
画

策
定
の
視
点
を
そ
れ
ま
で
の「
成

長
型
か
ら
充
実
型
へ
」と
し
て
、

個
人
が
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

心
の
豊
か
さ
を
重
視
し
た
質
的

充
実
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
市

に
と
っ
て
重
要
な
都
市
基
盤
整

備
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り

つ
つ
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
三
次
長
期
総
合
計
画
は　
２２

年
度
を
も
っ
て
終
了
と
な
る
こ

　

皆
さ
ん
の
声
は
、
郵
便
は
が

き（
専
用
は
が
き
含
む
）・
フ
ァ

 
論
文

　

市
の
将
来
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

▽
内
容　

稲
城
市
の
将
来
や
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
・
提

案
な
ど

※
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。

▽
応
募
方
法　
　

字
詰
め
原
稿

４００

用
紙
５
枚
以
内
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

 
絵
画
・
作
文

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新

た
な
長
期
総
合
計
画
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
く
一
環
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
絵
画
及
び
作
文
を
募
集

し
ま
す
。

▽
対
象　

絵
画
＝
市
内
在
住
の

小
学
５
・
６
年
生
、
作
文
＝
市

内
在
住
の
中
学
生

※
市
外
の
学
校
に
通
っ
て
い
る

方
も
応
募
で
き
ま
す
。

▽
内
容　

稲
城
市
の
未
来
や
稲

城
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
稲
城
市

の
将
来
に
つ
い
て

▽
用
紙　

絵
画
＝　
　

×　
　

４０
cm

５５
cm

位（
四
つ
切
り
画
用
紙
）、
作
文

＝　

字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以

４００
内▽

応
募
方
法　

作
品
に
、住
所
、

氏
名
、
学
校
名
・
学
年
・
組
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

▽
表
彰　

応
募
さ
れ
た
論
文
な

ど
は
審
査
し
、
優
秀
な
作
品
に

は
、
記
念
品
を
添
え
て
表
彰
し

ま
す
。

※
作
品
・
審
査
結
果
は
、
「
広

報
い
な
ぎ
」
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
版
権
に
つ
い
て
は
市
に
帰
属

し
ま
す
。

▽
応
募
期
限　

９
月
８
日

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

企
画

部
長
期
総
合
計
画
担
当

と
か
ら
、
新
た
な
長
期
総
合
計

画
を
つ
く
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
策
定
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
回
の
策
定
で
は
、
市
民
会
議

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
、

市
民
参
加
の
機
会
を
多
く
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・
提
案

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
計
画
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
会
議
と
は
別

に
市
の
将
来
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
由

な
意
見
・
提
案
を
募
集
し
ま
す

（
市
民
会
議
に
つ
い
て
は
「
広

報
い
な
ぎ
」
６
月　

日
号
１
面

１５

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）
。

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま

す
。
意
見
・
提
案
、
住
所
、
氏

名
、電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
あ
な
た
の
声

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
内
、

「
長
期
総
合
計
画
へ
の
提
案
」

か
ら
送
信
で
き
ま
す
。

※
意
見
・
提
案
の
内
容
は
、
集

計
・
分
析
し
、
そ
の
要
旨
を
長

期
総
合
計
画
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
は
、
「
広
報
い
な
ぎ
」
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
個
別

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
）
。

 
長
期
総
合
計
画
と
は

　

市
の
将
来
の
ま
ち
の
姿
・
人

口
・
道
路
・
公
園
・
河
川
な
ど

の
ま
ち
の
骨
組
み
や
教
育
・
福

祉
・
環
境
・
行
政
な
ど
の
分
野

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
す
る
の

か
、
ど
う
な
る
の
か
な
ど
の
目

標
を
立
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
方
法
な
ど
を
決
め
た
長

期
的
な
計
画
で
す
。
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２０・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（６）

実線で切り取って�
使用してください。�

稲城市の将来やまちづくりについての提案�

〔題〕� について�

長期総合計画への�
　　　　　　ご提案�

実線で切り取って�
使用してください。�

市長への手紙�

この欄に、あなたのご意見をお書きください。�

　

７
月
６
日
執
行
の
稲
城
市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
無
投

票
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し

た
。
任
期
は
７
月　

日
か
ら　

２０

２３

年
７
月　

日
ま
で
で
す
。

１９

▽
当
選
者（
届
出
順
、
敬
称
略
）

　
　

長
坂　

賢
克

　
　

井
上　

正
夫

　
　

馬
場　
　

昇

　
　

芦
川　

正
雄

　
　

松
本　

一
宏

　
　

川
島　

源
之

　
　

内
田　

増
雄

　
　

川
�　

信
一

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に

お
金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

有
権
者
が
政
治
家
に
、
寄
附

を
出
す
よ
う
勧
め
た
り
要
求
し

た
り
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
脅
し
た
り
、

政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
附

を
要
求
し
た
り
す
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。　

▽
違
反
と
な
る
例　

○
お
祭
り

へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ　

○
町

内
会
の
集
会
や
催
し
物
へ
の
寸

志
、
差
し
入
れ　

○
落
成
式
、

開
店
祝
い
の
花
輪　

○
お
中
元

な
ど
の
贈
り
物　

○
秘
書
や
家

族
な
ど
が
代
理
で
出
席
す
る
場

合
の
結
婚
祝
い
や
香
典　

○
葬

儀
の
花
輪
、
供
花　

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委

員
会

　

市
内
在
住
の
心
身
に
障
害
の

あ
る
方
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

水
に
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
の
輪

を
広
げ
る
た
め
プ
ー
ル
開
放
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
期
日　

８
月
１
日（
金
）

※
雨
天
中
止

▽
時
間　
　

時
〜
正
午
、
１
時

１０

〜
３
時

▽
会
場　

稲
城
第
一
中
学
校
プ

ー
ル

※
付
き
添
い
の
方
も
原
則
水
着

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

民
を
対
象
に
通
常
よ
り
も
お
得

な
価
格
で
優
先
販
売
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

座
席
は
１
９
６
９
シ
ー
ト
で
、

試
合
の
熱
気
や
選
手
を
よ
り
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

の
一
員
と
し
て
多
く
の
方
の
応

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方

※
「
広
報
い
な
ぎ
」
ま
た
は
身

分
を
証
明
で
き
る
も
の
を
販
売

協
力
店（
表
２
参
照
）に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▽
市
民
シ
ー
ト
販
売
額　

１
席

１
千
円

※
未
就
学
児
が
保
護
者
の
ひ
ざ

の
上
で
観
戦
す
る
場
合
は
無
料

▽
販
売
席
数　

１
試
合　

席（
先

２４０

着
順
）

※
市
内
の
子
供
を
対
象
に
活
動

し
て
い
る　

人
以
上
の
団
体（
子

２０

供
会
な
ど
）
で
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ

（株）

ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

谷

1　

・　

・
３
０
４
１（
直
通
）

０４４

９４６
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表１　東京ヴェルディホームゲーム日程など

会場対戦相手開始
時間期日節市民シート

発売予定日

味の素スタ
ジアムアルビレックス新潟午後６時８月９日（土）第２０節

販売中

国立競技場浦和レッズ午後７時８月２７日（水）第２３節

味の素スタ
ジアム

大分トリニータ１時９月２０日（土）第２５節

ガンバ大阪４時９月２８日（日）第２７節

大宮アルディージャ３時１０月１８日（土）第２９節

ヴィッセル神戸４時１１月９日（日）第３１節

コンサドーレ札幌４時１１月２３日（日）第３２節
１０月１０日
（金）

川崎フロンターレ２時３０分１２月６日（土）第３４節

※国立競技場での試合は、会場の都合により市民シートを販売しません。
※第２３節については、開始時間が変更になることがあります。

表２　稲城市民シート販売協力店

電話番号販売時間販売日地区販売協力店

３７７－７６２４１０時～午後１０時木曜日を除く毎日
矢野口

清水屋酒店

３７８－１１０４９時～午後７時火曜日を除く毎日（有）タカハシスポーツ

３７８－１８１４１０時～２時月～金曜日

東長沼

市民レストラン
梨の木売店
（市役所地下）

３７７－６０４３午前８時～午後１１時水曜日（月２回）を除く毎日コミュニティストア
ざるや

３７９－１１２３９時３０分～午後６時水曜日を除く毎日Ｍｅｒｋ（メルク）

３７８－１５７７１０時～午後８時第２・第４土曜日、日曜日、
祝日を除く毎日

大丸

内山大賀堂

３７７－６１４３９時～午後８時日曜日、祝日を除く毎日ドライクリーニング
巴屋

３７７－４９１４９時～午後７時水曜日を除く毎日北浜酒店

３３１－３７１０午前８時～午後９時水曜日を除く毎日坂浜福島屋

３３１－７７１７１０時～午後７時日曜日、祝日を除く毎日平尾大谷商店　平尾店

３７８－７３６７１１時～午後６時木・日曜日を除く毎日向陽台カフェ向陽台

３３１－８３８３１１時～午後７時第２・第４月曜日を除く毎日長峰レストランパークヒル
（総合体育館）
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前
半
戦
に
引
き
続
き
「
稲
城

市
民
シ
ー
ト
」
を
販
売
し
ま
す

（
表
１
参
照
）。こ
の
シ
ー
ト
は
、

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
が
、
稲
城
市



２０・７・１５（７）　代表電話は３７８－２１１１

�
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�
�

�
�
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�

�
�
�
�

　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
子

供
向
け
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
夏

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日　

８
月
４
日（
月
）・
５

日（
火
）

だ
よ
り�

商  

工  

会�

�
�
�
�
�
�
�
�

 
あ
い 
ｉ 
シ
ョ
ッ
プ
夏
ま
つ
り

あ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
	

 
知
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
多
摩
・
武
蔵
野
検
定
」

第
１
回
ぜ
い
き
ん
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド 

in

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

　

太
鼓
、
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、

踊
り
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

▽
期
日　

７
月　

日（
土
）

１９

都
立
多
摩
桜
の
丘
学
園

 
第　

回
子
ど
も
夏
ま
つ
り

２４

　

今
、
日
本
の
テ
ニ
ス
界
は
往

年
の
名
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
復
活
や

新
鋭
の
登
場
な
ど
で
何
か
と
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
テ
ニ
ス
界
の
最
高
峰

で
あ
る
４
大
大
会
や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
、
か
つ
て
審
判
員
を
務

め
た
話
し
手
の
石
黒
さ
ん
か
ら
、

テ
ニ
ス
界
の
い
ろ
い
ろ
な
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

８
月
１
日（
金
）

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
話
し
手　

石
黒　

民
子
氏（
元

国
際
テ
ニ
ス
連
盟
公
認
審
判
員
・

看
護
師
の
資
格
を
取
得
見
込
み

の
方

▽
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販

の
も
の
・
顔
写
真
付
き
）
、
最

終
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は

卒
業
見
込
み
証
明
書
、
資
格
免

許
証
の
写
し
（
資
格
取
得
者
の

み
）

▽
試
験
日　

第
１
回
＝
８
月　
２２

日（
金
）、
第
２
回
＝
９
月　

日
２７

（
土
）、第
３
回
＝　

月
１
日（
土
）

１１

▽
応
募
期
間　

７
月　

日（
火
）

１５

〜
９
月
５
日（
金
）

※
第
１
回
目
の
試
験
を
希
望
す

る
場
合
は
８
月　

日
ま
で
。

１３

▽
応
募
方
法　

市
立
病
院
管
理

課
に
提
出
書
類
を
持
参
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
た

は
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
日
１
時　

分
か
ら
施
設
見

３０

学
を
行
っ
て
い
ま
す
（
電
話
な

ど
で
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

市
立

病
院
管
理
課　

〒　

・　

稲
城

２０６

０８０１

市
大
丸
１
１
７
１　

1　

・
０

３７７

９
３
１

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
球
に
は

た
く
さ
ん
の
水
が
あ
り
ま
す
が
、

身
の
回
り
に
あ
る
使
え
る
水
は
、

地
球
上
に
あ
る
水
の
う
ち
わ
ず

か
０
・　

％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

０１

私
た
ち
が
日
常
使
用
し
て
い
る

水
は
、
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源

で
す
。
無
駄
を
省
い
て
節
水
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 
上
手
な
水
の
使
い
方

○
風
呂
＝
残
り
湯
の
半
分
を
再

大
丸
在
住
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
（
協

働
推
進
課
）h

ttp
://w

w
w
.i

‐in
ag
i

‐su
p
p
ort.org

/

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
行
っ
て

い
る
金
曜
サ
ロ
ン
「
市
民
活
動

団
体
紹
介
の
日
」
は
今
月
お
休

み
し
、
次
回
は
９
月　

日（
金
）

１９

に
行
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、　

年
４
月

２１

以
降
に
採
用
す
る
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

※　

年
度
中
に
勤
務
可
能
な
方

２０
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
職
種　

助
産
師
、
保
健
師
、

看
護
師

▽
募
集
人
員　

３
職
種
あ
わ
せ

て　

人
程
度

３０
▽
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方　

○
助
産
師
＝
①

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

３３

ま
れ
た
方　

②
助
産
師
の
資
格

を
有
す
る
方
ま
た
は　

年
３
月

２１

に
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
見
込

み
で
助
産
師
の
資
格
を
取
得
見

込
み
の
方　

○
保
健
師
・
看
護

師
＝
①
昭
和　

年
４
月
２
日
以

３８

降
に
生
ま
れ
た
方　

②
保
健
師
・

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方
ま

た
は　

年
３
月
に
看
護
学
校
な

２１

ど
を
卒
業
見
込
み
で
保
健
師
・

利
用
す
る
と　

リ
ッ
ト
ル
の
節

９０

約
に
。
残
り
湯
は
、
洗
濯
・
清

掃
・
散
水
な
ど
、
工
夫
し
て
使

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
洗
車
＝
バ
ケ
ツ
を
使
う
と
２

１
０
リ
ッ
ト
ル
の
節
約
に
。

○
シ
ャ
ワ
ー
＝
３
分
間
流
し
っ

放
し
で　

リ
ッ
ト
ル
の
水
を
使

３６

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
シ
ャ
ワ

ー
は
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ
＝
「
大
」「
小
」
の

レ
バ
ー
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

 
節
水
型
機
器
の
お
す
す
め

○
節
水
コ
マ
＝
コ
マ
内
臓
タ
イ

プ
の
蛇
口
に
取
り
付
け
る
だ
け

で
、
台
所
・
洗
面
所
の
よ
う
に

流
し
洗
い
を
す
る
所
で
は
、
１

分
間
に
最
大
で
約
６
リ
ッ
ト
ル

節
水
で
き
ま
す
。

※
節
水
コ
マ
は
、
水
道
課
、
市

役
所
１
階
総
合
案
内
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
で
無
料
配
布
し

て
い
ま
す
。

※
シ
ン
グ
ル
レ
バ
ー
式
な
ど
の

蛇
口
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
配
水

係　

1　

・
３
９
２
３

３７７

　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
内
に
設
置

す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、

ぜ
い
き
ん
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
す
べ
て
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
た
方

に
は
、
遊
園
地
入
園
・
プ
ー
ル

Ｗ
Ａ
Ｉ
・
の
り
も
の
乗
り
放
題
・

　

稲
城
市
を
含
め
、
多
摩
地
域

に
は
歴
史
や
文
化
を
は
じ
め
と

し
た
多
彩
な
魅
力
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。　

学
術
・
文
化
・
産

（社）

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
で
は
、

そ
ん
な
魅
力
の
数
々
を
知
る
こ

と
で
地
元
へ
の
愛
着
と
誇
り
を

育
て
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
く
た
め
に
「
多
摩
・
武
蔵

野
検
定
」
を
実
施
し
ま
す
。

▽
検
定
日　
　

月　

日（
日
）

１０

２６

▽
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

４５

▽
会
場　

多
摩
地
域
の
大
学
な

ど▽
出
題
内
容　

自
然
、
地
形
、

歴
史
、
遺
産
、
産
業
、
文
化
な

▽
時
間　
　

時
〜
午
後
６
時

１０

▽
会
場　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ（
大

丸　

の
５
。
ペ
ア
リ
ー
ロ
ー
ド

１１８
稲
城
商
店
街
・
東
長
沼
交
差
点

南
側
）

▽
内
容　

簡
単
な
ビ
ー
ズ
ア
ク

セ
サ
リ
ー
作
り
、
消
し
ゴ
ム
で

ハ
ン
コ
作
り
、
折
り
紙
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
販
売
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い

▽
問
い
合
わ
せ　

あ
い
ｉ
シ
ョ

ッ
プ　

1　

・
６
５
４
６

３７７

刃
物
研
ぎ

ふ
す
ま
・
障
子
・

網
戸
の
張
り
替
え 

　

長
ら
く
中
断
し
て
い
た
、
ふ

す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張
り
替

ど
多
摩
地
域
に
関
す
る
こ
と
全

般▽
検
定
料　

３
千　

円
１５０

※　

人
以
上
の
団
体
で
申
し
込

１０
む
場
合
は
、
検
定
料
が
２
千　
６２５

円
に
な
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
政

策
室
に
あ
る
実
施
要
項
を
ご
覧

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.tam
ak
en
tei.jp
/

）か
ら

も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

多
摩
・
武
蔵

野
検
定
事
務
局（　

時
〜
５
時
、

１０

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

1　

・　

・
９
５
７
７

０４２

５２４

▽
期
日　

第
１
木
曜
日
、
第

３
金
曜
日

▽
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１２

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

菜
切
り
包
丁
＝　
３００

円
〜
、
出
刃
包
丁
＝　

円
〜

５００

※
刃
こ
ぼ
れ
の
あ
る
も
の
や

特
殊
な
も
の
は
別
途
料
金
が

か
か
っ
た
り
、
お
断
り
し
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
刃
物
は
必
ず
新
聞
紙
な
ど

に
包
ん
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

え
作
業
を
再
開
し
ま
す
。

　

暑
い
夏
、
家
の
中
を
新
装

し
て
す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
か
。

注
文
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

東
京
都
が
一
定
所
得
以
下
の

方
を
対
象
に
実
施
す
る
「
生
活

安
定
化
総
合
対
策
事
業
」
の
相

談
窓
口
を
稲
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
開
設
し
ま
す
。
生
活
や

就
職
に
関
す
る
相
談
を
行
い
、

職
業
訓
練
や
生
活
資
金
の
貸
し

付
け
な
ど
生
活
安
定
や
正
規
雇

用
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
開
設
日　

８
月
１
日（
金
）〜

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
世
帯
の
生
計
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
方　

②
単
身

世
帯
は
課
税
所
得
が
年
額　

万
５０

円
以
下
、
扶
養
者
が
あ
る
世
帯

は
生
計
中
心
者
の
課
税
所
得
が

　

万
円
以
下
の
方　

③
預
貯
金

６０な
ど
の
資
産
の
保
有
額
が　

万
６００

円
以
下
の
方　

④
土
地
・
建
物

����������
�������������
�������������

��������
����������	��������	

を
所
有
し
て
い
な
い
方　

⑤
都

内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住

し
て
い
る
方　

⑥
生
活
保
護
受

給
者
世
帯
の
世
帯
主
ま
た
は
構

成
員
で
な
い
方

◆
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

　

よ
り
安
定
し
た
就
業
に
向
け

て
、
職
業
訓
練
の
受
講
及
び
就

業
支
援
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
、
就
業
の
相
談
、
職
業
訓
練

の
受
付
、受
講
奨
励
金
の
支
給
、

職
業
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
生
活
サ
ポ
ー
ト
特
別
貸
付
事
業

　

東
京
都
が
指
定
す
る
就
職
に

向
け
た
訓
練
や
講
座
を
受
講
し

た
方
を
対
象
に
、
生
活
資
金
無

利
子
貸
し
付
け
や
就
職
一
時
金

無
利
子
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

　

中
学
３
年
生
ま
た
は
高
校
３

年
生
を
扶
養
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
学
習
塾
な
ど
の
受
講
料

貸
し
付
け
や
大
学
受
験
料
貸
し

付
け
を
行
い
ま
す
。

※
事
業
ご
と
に
必
要
な
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市
社
会

福
祉
協
議
会
生
活
安
定
化
総
合

対
策
事
業
相
談
窓
口　

1　

・
３７８

３
３
６
６

��
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

テテ
ニ
ス
よ
も
や
ま
話

ニ
ス
よ
も
や
ま
話

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

��
�
�
��
�
�
��
�
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�
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�
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　教育委員会では、夏休みの期間、複
合施設ふれんど平尾の会議室（冷房完
備）を開放します。学習・読書の場所
としてご利用ください。

▽会場（所在地）　複合施設ふれんど平
尾４０１会議室（稲城市平尾１の９の１）
※予約は不要です。

▽対象　中学生以上の方

▽期間　７月１９日（土）～８月３１日（日）
※月曜日休館

▽時間　１０時～５時

▽費用　無料

▽問い合わせ　学校教育課庶務係

▲ビーズで夏のキラキラアクセサ
リーを作ってみませんか（一例）

シルバー
人材
センター
申し込み・問い合わせ
1 ３７７・２２１２

ア
シ
カ
シ
ョ
ー
の
「
ワ
ン
デ
ー

パ
ス
」
を
進
呈
し
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同

伴
。
幼
児
の
同
伴
も
可
）

※
保
護
者
に
は
割
引
ワ
ン
デ
ー

パ
ス（
２
千　

円
）を
購
入
し
て

９００

い
た
だ
き
ま
す
。
幼
児
は
無
料

で
す
。

▽
期
日　

８
月　

日（
土
）

２３

※
雨
天
決
行

▽
時
間　

９
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
に
住
所
、
保
護
者
・
小
学
生

の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
３１

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

日
野
法
人
会　

〒　

・　

日

（社）

１９１

００３１

野
市
高
幡
３
の
８　

1　

・　

・

０４２

５９３

９
９
０
０

　

い
な
ぎ
社
会
福
祉
士
会
は
、

地
域
で
の
社
会
福
祉
士
と
し
て

の
活
動
や
自
ら
の
知
識
の 
研  
鑽 
・

け
ん 
さ
ん

啓
発
な
ど
を
目
的
と
し
て
活
動

し
、設
立
一
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
記
念
と
し
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
期
日　

７
月　

日（
土
）

２６

▽
時
間　

１
時　

分
〜
３
時

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

た
と
え
病
を
得
て
も
、

い
な
ぎ
社
会
福
祉
士
会

設
立
一
周
年
記
念
講
演
会 

�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
� 

医
療
と
福
祉
の
連
携
の
も
と
、

地
域
で
主
体
的
に
暮
ら
す
た
め

に
何
が
必
要
か
、
何
が
で
き
る

か
な
ど

▽
講
師　

天
本　

宏
氏
（
医
療

法
人
財
団
天
翁
会
理
事
長
）

▽
共
催　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ

▽
問
い
合
わ
せ　

い
な
ぎ
社
会

福
祉
士
会
事
務
局（
大
輪
）　

1

　

・
１
４
６
５
・
２
４
７
２

０９０

▽
時
間　

３
時
〜
午
後
５
時　
３０

分▽
会
場
・
問
い
合
わ
せ　

都
立

多
摩
桜
の
丘
学
園
（
多
摩
市
聖

ヶ
丘
１
の　

の
１
）　

1　

・

１７

３７４

８
１
１
１

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

 

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�



２０・７・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（８）

広報いなぎは再生紙を使用しています。�

　
　

年
度
か
ら
受
診
す
る
際
に

２０
一
部
負
担
金（
受
診
料
）が
必
要

で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診

日
現
在　

歳
以
上
の
方

３５

※
原
則
１
年
に
一
回
の
受
診

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場　

９
月

７
日（
日
）・
８
時
〜
正
午
・
保

健
セ
ン
タ
ー

　

国
の
「
麻
し
ん
排
除
計
画
」

に
基
づ
き
、
中
学
１
年
生
、
高

校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

方
を
対
象
に
麻
し
ん
・
風
し
ん

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

夏
休
み
に
入
る
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象　

第
３
期
＝
７
年
４
月

２
日
〜
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
、
第
４
期
＝
２
年
４
月

２
日
〜
３
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方

※
対
象
者
に
は
、
４
月
に
お
知

ら
せ
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
転

入
な
ど
で
予
診
票
が
な
い
場
合

　

皆
さ
ん
の
身
近
に
、
う
つ
病

な
ど
に
悩
ん
で
い
る
方
は
い
ま

※経済課消費生活係の相談で（前日予約）のものは、前日の午前８時３０分から午後
５時まで予約を受け付けます（先着順）。２２日（火）の法律相談は、１８日（金）に受け
付けます。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
は
年
を
と
る
に
従

っ
て
そ
の
頻
度
を
増
し
て
い

き
ま
す
。
認
知
症
を
呈
す
る

高
齢
者
の
約　

％
が
「
ア
ル

４０

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」で
、

約　

％
は
「
脳
血
管
性
認
知

３０
症
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
近

年
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
」
の
割
合
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
理

由
の
ひ
と
つ
に
、
「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
に
関

す
る
知
識
が
広
く
行
き
わ
た

り
、診
断
技
術
も
進
歩
し
て
、

初
期
の
段
階
か
ら
か
な
り
正

確
に
診
断
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
」
の
原
因
は
い
ま
だ
十
分

に
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

的
確
な
予
防
法
と
い
え
る
も

の
も
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ド
ネ
ペ
ジ
ル

と
い
う
薬
を
内
服
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
初
期
に
は
そ
の
進

行
を
あ
る
程
度
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
症

状
が
あ
れ
ば
早
期
に
専
門
医

を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
初
期
に
は
、
物
忘
れ
や

直
前
に
あ
っ
た
事
柄
を
思
い

出
せ
な
い
と
い
っ
た
症
状
で

す
が
、
や
が
て
仕
事
や
日
常

生
活
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
進
む
と
、
時
間
や
場

所
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、 
徘  はい

 
徊 
を
し
た
り
周
囲
の
人
に
攻

か
い撃

的
に
な
っ
た
り
、
失
禁
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
末
期
に
は
身
近
な

人
の
顔
を
識
別
で
き
な
く
な

り
、
言
葉
も
お
ぼ
つ
か
ず
、

食
事
も
自
分
で
摂
れ
な
く
な

り
、
身
体
的
に
も
だ
ん
だ
ん

弱
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
に
な
る
と
、
介
護
す

る
家
族
に
も
相
当
の
負
担
が

か
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
に
は
、
ス
ト
レ
ス
を

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

思
い
き
っ
て
介
護
施
設
な
ど

に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

一
方
、
「
脳
血
管
性
認
知

症
」
の
主
要
な
原
因
で
あ
る

多
発
性
脳 
梗  
塞 
は
、
高
血
圧

こ
う 
そ
く

や
糖
尿
病
と
い
っ
た
危
険
因

子
を
き
ち
ん
と
管
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
予
防

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
普
段
か
ら
の
健
康
管
理

が
大
切
で
す
。

 
稲
城
市
医
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定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火７／１５

１歳６カ月児健康診査（１８年１２月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター

水１６

３歳児健康診査（１７年６月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１７

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１８

土１９
＋休日急病診療所　稲城診療所（大丸）９時～５時  1３７７－６１２８
＋休日薬局　　　　南多摩調剤薬局（大丸）９時～５時  1３７９－４３８２日○２０ 
海の日
＋休日急病診療所　やのくち小児科・アレルギー科（矢野口）９時～５時  1３７０－７７０７
＋休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）９時～５時  1３７０－２１８２

月○２１ 

３カ月～４カ月児健康診査（２０年３月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２２

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水２３

法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木２４

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２５

休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター

土２６

＋休日急病診療所　石坂医院（矢野口）９時～５時  1３７７－５２７８
＋休日薬局　　　　矢野口薬局（矢野口）９時～５時  1３７７－６３４３日○２７ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２８

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２９

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係水３０

年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木３１
母子健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金８／１

環
境
を
守
る
水
再
生
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

７
月　

日（
金
）

２５

※
雨
天
決
行

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

▽
会
場　

南
多
摩
水
再
生
セ
ン

タ
ー（
大
丸
１
４
９
２
）

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

▽
内
容　

施
設
見
学
・
体
験
コ

ー
ナ
ー
・
記
念
品
（
メ
ト
ロ
レ

ン
ガ
、
鉢
花
な
ど
）
の
配
布
・

各
種
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
・
消
防

は
し
ご
車
の
乗
車
体
験
（
雨
天

中
止
）

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
下
水

道
局
南
多
摩
水
再
生
セ
ン
タ
ー

1　

・
９
１
２
１

３７７

　

４
月
か
ら
、
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
回
数
が
２
回
か
ら

５
回
に
増
え
ま
し
た
。
母
体
や

胎
児
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、

定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
受
診
票
は
妊
娠
届

け
出
時
に
配
布
す
る
母
と
子
の

保
健
バ
ッ
ク
に
封
入
し
て
い
ま

す
。

※
４
月
１
日
以
前
に
妊
娠
届
け

出
を
し
た
方
に
は
受
診
票
を
追

加
交
付
し
ま
す
。
未
使
用
の
受

診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

の
う
え
、
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
窓
口　

保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所

▽
検
査
方
法　

胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査

▽
受
診
料　

１
千　

円
３３０

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が

１
割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
４４０

（
受
診
時
に
保
険
証
な
ど
の
提

示
が
必
要
で
す
）

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
受
診
料

を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
受
診
料
の
免
除　

次
に
該
当

す
る
方　

①
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
方　

②
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人
な

ど
の
方

※
事
前
に
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
人
数　
　

人
５０

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h
ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）、

直
接
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

せ
ん
か
。
う
つ
病
は
、
周
囲
の

人
々
が
上
手
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
病
状
の
改
善
が
期
待
で
き

る
心
の
病
気
で
す
。
う
つ
病
の

正
し
い
理
解
、
周
囲
の
人
達
の

心
構
え
、
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ

い
て
専
門
医
が
分
か
り
や
す
く

お
話
し
し
ま
す
。

▽
期
日　

７
月　

日（
木
）

３１

▽
時
間　

２
時
〜
４
時

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

渡
辺　

哲
夫
氏
（
稲

城
台
病
院
医
師
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１００

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

保
健
セ
ン

タ
ー
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
の
方
は
、
お
知
ら
せ

に
同
封
の
「
麻
し
ん
及
び
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
に
当

た
っ
て
の
説
明
」
を
よ
く
読
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合

は
「
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
る
に
当
た
っ
て

の
同
意
書
」
及
び
「
予
診
票
」

の
保
護
者
自
署
欄
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
持
参
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
会
場　

指
定
医
療
機
関

▽
期
間　
　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

▽
費
用　

無
料（
公
費
負
担
）

妊
婦
健
康
診
査
を

妊
婦
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

�
�
�
�

�
�
�
�

 

麻
し
ん

麻
し
ん
・・
風風
し
ん
し
ん

予
防
接
種

予
防
接
種

（
第
３

（
第
３
期
・
期
・
第
４
期
）

第
４
期
）

▽
申
込
期
限　

７
月　

日
必
着

２３

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

�
�
�

 
南
多
摩
水
再
生
セ
ン
タ
ー

見
学
会 

胃がん検診胃がん検診
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胃がん検診希望
１．９月７日（日）・
　　保健センター
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　　（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

　

夏
休
み
の
一
日
、
地
域
の
水

自
殺
予
防
の
た
め
の

自
殺
予
防
の
た
め
の

講
演
会

講
演
会

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�


